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　１月から赴任してまいりました。地域の皆
様のお役に立てるよう日々精進していきたい
と思います。どうぞ宜しくお願い致します。

あだち なおこ

新年明けましておめでとうございます。今年は酉年です。いろんなロボット工学を

使ったリハビリスーツが世に出ていますが、鶏に装着すればその気になって空を飛ぶ

なんて代物が出ればネット動画視聴記録が出そうだと勝手に期待しています。

まじめに振り返ってみますと昨年は世界では驚くような出来事が沢山ありました。

イギリスの EU 離脱を決めた国民投票、アメリカの大統領選挙でのトランプ氏の当選。

これらの出来事から、私たちが信じてきたものは意外とあっさり覆されるものだなと

感じた日本人は多いと思います。しかしその対象が大きすぎるため、節操がないと非難する前にこちらが考え

を改めなければならない事態に陥っているのです。戦後長らく私たちが目標としてきた欧米社会は明らかに変

容しています。と言うよりそれぞれの社会を誤解していたという方が正解でしょう。さて日本では右肩上がり

の成長がいつまでも続くわけがないことは、祇園精舎の鐘の声の一節を聞くまでもなく皆が知ってはいるもの

の、とかく我々は忘れがちです。少子高齢化と叫ばれますが、その問題の本質は人口減少社会にあると思います。

こんな時こそ一発逆転を期待するのではなく、焦らず皆様に喜ばれることを着実に提案し、実行することが大

切と考えています。今まで年１回の開催だった住民の皆さんの要望をお聞きする地域医療協議会を年 2 回と

することも決定しています。健康な暮らしを守る私たちは地域の皆さんの思いと共に、職員一同一致して行動

することにより更に大きな力を発揮して参りたいと思います。今年もこの広報誌を通じて皆様に明るい話題を

少しでも多くお知らせできるように頑張ります。

本年が皆様方にとり、幸多い一年となりますようお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

無症候性心筋虚血について
循環器内科部長　田中　哲也

《医療機関向け》

【はじめに】
　心筋虚血を生じているにも関わらず、胸痛あるいはそれに類似する症状を伴わない病態を無症候性心筋虚血といいます。主な原因
は、糖尿病性神経障害と加齢です。患者さんが気づかないうちに心臓が障害され、ある時突然に急性心不全・心筋梗塞・突然死な
どで発症する危険な病態と考えられます。当然、胸部症状のある人に比べて発症後の予後は不良と報告されています。
　症状がないため発生率は不明です。昨年当院での冠動脈カテーテル治療 (PCI) は 279 例ですが、このうちの 117 例（42％）が
無症状でした。これらは、心電図異常で紹介されて発見された例がほとんどです。さらに急性心筋梗塞は 38 例でしたが、この 9 割
以上が普段無症状からの突然発症でした。まだまだ多くの高齢者に無症状で気づかれない冠動脈狭窄が潜んでいると考えられます。

【検査】
　冠動脈狭窄に対する外来検査としては、主に 2 つあります。1 つは冠動脈
CT で、狭窄が視覚的にわかります。欠点としては、石灰化部位の評価が困難・
造影剤の使用などです。もう 1 つは負荷心筋血流シンチグラフィです。最近
はアデノシンで血管を拡張させる薬物負荷が多くなっています。基本的に安全
な検査です。

【心臓カテーテル】
　冠動脈狭窄の疑いがあれば、次に心臓カテーテル検査をします。当院では
主に橈骨動脈穿刺で行っております。冠動脈造影で高度狭窄があれば、その
まま引き続き治療を行っております。治療翌日に心臓リハビリを行い、入院期間
は基本的に 4 日間です。
　カテーテル治療は、冠動脈狭窄をバルーン拡張後に薬剤溶出性冠動脈ステ
ント (DES) を留置します。最近は治療デバイスが改良され、複雑な病変も以
前より難易度が低下して冠動脈バイパス手術の適応は減少しています。ステン
トには再狭窄（新生内膜増殖）抑制の薬剤が使用されています。ステント血栓
症予防の抗血小板剤の継続は最低半年以上が推奨されますが、ステントの改
良により最近では留置後 3ヶ月で抗血小板剤が中止可能という研究結果が多
く報告されています。

【終わりに】
　無症候性心筋虚血は、高齢者・糖尿病・ASO や頸動脈狭窄あり、という
人に多いとされています。これらの危険因子があり、なおかつ息切れや動悸症
状があるか、心電図異常がある場合は冠動脈狭窄を積極的に調べた方が良い
と考えられますので、御気軽に当科にご紹介してください。
　また、当科では ASO のカテーテル治療も積極的に行っておりますので、
ASO 疑いの患者さんのご紹介もよろしくお願いいたします。

（平成29年1～4月）　場所：２階 当院会議室にて特別講師による講演予定

テーマ：「耳鼻いんこう科」と「泌尿器科」の診療の現在 in JCHO 神戸中央病院
日　時：平成 29 年 2 月 23 日（木）19 時 00 分～20 時 15 分　　場所： 当院　2 階会議室

３月８日（水）

日　時

18時00分より
近畿大学医学部附属病院

安全管理部　医療安全対策室
辰巳　陽一 教授

兵庫医科大学
内科学総合診療科

新村　健 主任教授

チーム医療から医療事故調査を考える

４月20日（木）19時30分より
第29回北神ストロークカンファレンス

高齢者が陥るフレイルの危険
～脳動脈硬化との関連から診る～
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心筋血流シンチグラフィ

「北区医師会・JCHO神戸中央病院　医療連携セミナー」のご案内第５回



謹んで新年のお慶びを申し上げます。この酉年が皆様方におかれましては、しあわ
せの多い、稔りの多い一年となりますことを祈念いたします。

さて、病院広報誌「つばさ」も2004年10月の創刊以来13年目を迎え、今回第50号の発刊を数える運
びとなりました。この間、病院は当時の社会保険庁から現在の独立行政法人地域医療機能推進機構
（JCHO）の管轄へと創設者は様変わりしましたが、健診センター、緩和ケア病棟、介護老人保健施
設、訪問看護ステーションなどを併せ持ちつつ、急性期医療に重点を置いた病院のその基本姿勢は変
わってはおりません。地域医療支援病院として、地域医療の中核の役割は果たしているものと自負して
おります。ただここ10数年の社会の変化に歩調を合わせて、地域医療の拠点病院から地域包括ケアの要
となる病院へとさらに進化を遂げることも目標の大きな柱の一つとしております。地域の皆様に直接開
かれた、すずらんホールでの公開医学講座の定期的な開催や、家族介護教室、病院玄関などでのワンポ
イントの医学看護教室なども、おかげさまで好評を博しております。よりいっそう深く緊密にそして何
よりもお気軽に、皆様方の健康生活の後押しの一助になればと願うしだいでございます。

これから本誌が100号を迎えます頃には、地域の皆様と病院や医療機関を結ぶ医療の架け橋であると
共に、地域の皆様の総合的な健康生活の推進を視野の中心に据えた包括的なケアの架け橋となれますこ
とを願う次第でございます。

名誉院長　西尾　晃

第９回  JCHO神戸中央病院  市民医療セミナー開催の様子

　先日は市民医療セミナーへ
多くの方にお越し頂きありが
とうございました。咳の原因
となる病気が多くあるなか
で、限られた内容しかお話が
できず不十分な点もあったか
と思われます。気候が寒くな

り肺炎やインフルエンザが多くなる季節ですが、
この冬を健康に乗り
切るために今回の講
演が少しでも役に立
つことができれば幸
いです。

大杉　修二 医長
　市民医療セミナーへ多くの
方々にご参加いただきありが
とうございました。
　呼吸器疾患は他とは異なり
内服薬だけで治療することは
難しい事が多く、吸入療法が
治療の中心に位置づけられま

す。しかしながら、正しく薬剤を使用できている
方が少なく、これらの使用法の正しい理解を得る
ためにも、わかりやすい説明を心がけ、今後も皆
様が日々健康に過ごされるよう、お手伝いさせて
いただきます。

美藤　文貴 先生
　市民医療セミナーへ多くの方
にご来場いただき、ありがとう
ございました。私からは肺癌の
診断と治療や、今後の展望につ
いて、お話しさせていただきま
した。少し難しい内容であった
とは思いますが、ご興味を持っ

ていただければ幸いです。

荻野　浩嗣 先生

皆様のご来場
　心よりお待ちしております。

第10回 JCHO神戸中央病院 市民医療セミナー次回予告

日　程：平成29年2月11日（土）　時間：13時～
会　場：すずらんホール（神戸市北区鈴蘭台西町1丁目26－1）
第１部：「年齢に伴う身体の変化」　　総合内科医長　桂　敏明
　　　　「くすりはリスク！？」　　　総合内科医員　池上　直矢
　　　　「救急室の上手なかかり方」　総合内科医長　宮川　徹
第２部：在宅医療・介護セミナー（北区医療介護サポートセンター主催）
　　　　テーマ　今日からできる転倒予防のはなし～転ばぬ先の「靴」～

テーマ「すこやかに年齢を重ねるために～医療との上手な付き合い方～」

足型計測による転倒予測
11：00～12：45

（整理券配布は10：50）

明けましておめでとうございます。本年（酉
年）が皆様におかれましても飛躍、飛翔の年
であり、心さやかに過ごせる一年であります
ように。

加藤　俊治　：外科

年 男 ご紹介

あけましておめでとうございます。振り返る
と反省ばかりですが、少しでも成長してお役
に立てる様、努めて参ります。何卒よろしく
お願い申し上げます。

高　利守　：外科

あけましておめでとうございます。よく若手
と間違えられますが、今年で医師 11 年目の
36 才となります。若手とは言えない歳となっ
ていますが、初心を忘れず、日々の診療を頑
張りたいと思っております。

下田　義晃　：循環器内科

良質の病理検査・診断にこれからも日々精進
していきたいと思います。

三宅　俊彦　：病理部

新年あけましておめでとうございます。早い
もので神戸中央病院に勤務してから 12 年と
なり、２回目の酉年を迎えることになりまし
た。これからもより良い診療ができるよう努
力していきたいと思います。

村西　浩二　：皮膚科

心機一転、頑張っていきたいと思います。

二之湯　弦　：耳鼻いんこう科

　平成15年から北区鈴蘭台で昭和45年に父親が開業した皮膚科医院の院長をしております。

皮膚疾患全般の診療をしております。難治性湿疹や足白癬といった疾患でお悩みの方が多いで

すが、高齢化に伴い皮膚の老化の腫瘍や悪性腫瘍の方も増えてきています。良性腫瘍は局所麻

酔での手術を可能な限り対応しております。進行性悪性腫瘍を疑った場合、初期検査は当院で、

手術は神戸中央病院などで対応していただいております。ナローバンド UVB での尋常性乾癬

や白斑、難治性痒疹の治療もしております。皮膚表面に何らかの

変化があればまず当院で診させていただき、内蔵に関係する疾患が疑われる場合はそれぞれの

専門医と一緒に診療するようにしております。発疹がなくても皮膚表面がピリピリする、違和

感があるといったこともご相談ください。発疹が見えない方が重大な疾患である場合もありま

す。すべての病気が治るわけではありませんが、適切な治療で最大限の効果がでるよう、神戸中

央病院の方々と連携して地域の皆様に必要な医院となれるように精進してまいります。

近 隣 医 療 機 関 の ご 紹 介

鶴皮膚科医院鶴皮膚科医院
〒651-1112　神戸市北区鈴蘭台東町1-6-9 有明ビル1F
TEL 078-591-6031　FAX 078-594-8180
診療科目：皮膚科

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
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鶴　顕太 先生
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36 才となります。若手とは言えない歳となっ
ていますが、初心を忘れず、日々の診療を頑
張りたいと思っております。

下田　義晃　：循環器内科

良質の病理検査・診断にこれからも日々精進
していきたいと思います。

三宅　俊彦　：病理部

新年あけましておめでとうございます。早い
もので神戸中央病院に勤務してから 12 年と
なり、２回目の酉年を迎えることになりまし
た。これからもより良い診療ができるよう努
力していきたいと思います。

村西　浩二　：皮膚科

心機一転、頑張っていきたいと思います。

二之湯　弦　：耳鼻いんこう科

　平成15年から北区鈴蘭台で昭和45年に父親が開業した皮膚科医院の院長をしております。

皮膚疾患全般の診療をしております。難治性湿疹や足白癬といった疾患でお悩みの方が多いで

すが、高齢化に伴い皮膚の老化の腫瘍や悪性腫瘍の方も増えてきています。良性腫瘍は局所麻

酔での手術を可能な限り対応しております。進行性悪性腫瘍を疑った場合、初期検査は当院で、

手術は神戸中央病院などで対応していただいております。ナローバンド UVB での尋常性乾癬

や白斑、難治性痒疹の治療もしております。皮膚表面に何らかの

変化があればまず当院で診させていただき、内蔵に関係する疾患が疑われる場合はそれぞれの

専門医と一緒に診療するようにしております。発疹がなくても皮膚表面がピリピリする、違和

感があるといったこともご相談ください。発疹が見えない方が重大な疾患である場合もありま

す。すべての病気が治るわけではありませんが、適切な治療で最大限の効果がでるよう、神戸中

央病院の方々と連携して地域の皆様に必要な医院となれるように精進してまいります。

近 隣 医 療 機 関 の ご 紹 介

鶴皮膚科医院鶴皮膚科医院
〒651-1112　神戸市北区鈴蘭台東町1-6-9 有明ビル1F
TEL 078-591-6031　FAX 078-594-8180
診療科目：皮膚科

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
●
●

●
×

●
●

●
×

●
●

●
×

×
×

×
×

  9：15～13：00
16：30～19：00

鶴　顕太 先生
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〒651-1145
神戸市北区惣山町 2丁目１－１
TEL　078-594-2211
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院長 大友敏行

退任医師のお知らせ ： 竹中　まり耳鼻いんこう科

新任医師紹介 足立　直子
耳鼻いんこう科

　１月から赴任してまいりました。地域の皆
様のお役に立てるよう日々精進していきたい
と思います。どうぞ宜しくお願い致します。

あだち なおこ

新年明けましておめでとうございます。今年は酉年です。いろんなロボット工学を

使ったリハビリスーツが世に出ていますが、鶏に装着すればその気になって空を飛ぶ

なんて代物が出ればネット動画視聴記録が出そうだと勝手に期待しています。

まじめに振り返ってみますと昨年は世界では驚くような出来事が沢山ありました。

イギリスの EU 離脱を決めた国民投票、アメリカの大統領選挙でのトランプ氏の当選。

これらの出来事から、私たちが信じてきたものは意外とあっさり覆されるものだなと

感じた日本人は多いと思います。しかしその対象が大きすぎるため、節操がないと非難する前にこちらが考え

を改めなければならない事態に陥っているのです。戦後長らく私たちが目標としてきた欧米社会は明らかに変

容しています。と言うよりそれぞれの社会を誤解していたという方が正解でしょう。さて日本では右肩上がり

の成長がいつまでも続くわけがないことは、祇園精舎の鐘の声の一節を聞くまでもなく皆が知ってはいるもの

の、とかく我々は忘れがちです。少子高齢化と叫ばれますが、その問題の本質は人口減少社会にあると思います。

こんな時こそ一発逆転を期待するのではなく、焦らず皆様に喜ばれることを着実に提案し、実行することが大

切と考えています。今まで年１回の開催だった住民の皆さんの要望をお聞きする地域医療協議会を年 2 回と

することも決定しています。健康な暮らしを守る私たちは地域の皆さんの思いと共に、職員一同一致して行動

することにより更に大きな力を発揮して参りたいと思います。今年もこの広報誌を通じて皆様に明るい話題を

少しでも多くお知らせできるように頑張ります。

本年が皆様方にとり、幸多い一年となりますようお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

無症候性心筋虚血について
循環器内科部長　田中　哲也

《医療機関向け》

【はじめに】
　心筋虚血を生じているにも関わらず、胸痛あるいはそれに類似する症状を伴わない病態を無症候性心筋虚血といいます。主な原因
は、糖尿病性神経障害と加齢です。患者さんが気づかないうちに心臓が障害され、ある時突然に急性心不全・心筋梗塞・突然死な
どで発症する危険な病態と考えられます。当然、胸部症状のある人に比べて発症後の予後は不良と報告されています。
　症状がないため発生率は不明です。昨年当院での冠動脈カテーテル治療 (PCI) は 279 例ですが、このうちの 117 例（42％）が
無症状でした。これらは、心電図異常で紹介されて発見された例がほとんどです。さらに急性心筋梗塞は 38 例でしたが、この 9 割
以上が普段無症状からの突然発症でした。まだまだ多くの高齢者に無症状で気づかれない冠動脈狭窄が潜んでいると考えられます。

【検査】
　冠動脈狭窄に対する外来検査としては、主に 2 つあります。1 つは冠動脈
CT で、狭窄が視覚的にわかります。欠点としては、石灰化部位の評価が困難・
造影剤の使用などです。もう 1 つは負荷心筋血流シンチグラフィです。最近
はアデノシンで血管を拡張させる薬物負荷が多くなっています。基本的に安全
な検査です。

【心臓カテーテル】
　冠動脈狭窄の疑いがあれば、次に心臓カテーテル検査をします。当院では
主に橈骨動脈穿刺で行っております。冠動脈造影で高度狭窄があれば、その
まま引き続き治療を行っております。治療翌日に心臓リハビリを行い、入院期間
は基本的に 4 日間です。
　カテーテル治療は、冠動脈狭窄をバルーン拡張後に薬剤溶出性冠動脈ステ
ント (DES) を留置します。最近は治療デバイスが改良され、複雑な病変も以
前より難易度が低下して冠動脈バイパス手術の適応は減少しています。ステン
トには再狭窄（新生内膜増殖）抑制の薬剤が使用されています。ステント血栓
症予防の抗血小板剤の継続は最低半年以上が推奨されますが、ステントの改
良により最近では留置後 3ヶ月で抗血小板剤が中止可能という研究結果が多
く報告されています。

【終わりに】
　無症候性心筋虚血は、高齢者・糖尿病・ASO や頸動脈狭窄あり、という
人に多いとされています。これらの危険因子があり、なおかつ息切れや動悸症
状があるか、心電図異常がある場合は冠動脈狭窄を積極的に調べた方が良い
と考えられますので、御気軽に当科にご紹介してください。
　また、当科では ASO のカテーテル治療も積極的に行っておりますので、
ASO 疑いの患者さんのご紹介もよろしくお願いいたします。

（平成29年1～4月）　場所：２階 当院会議室にて特別講師による講演予定

テーマ：「耳鼻いんこう科」と「泌尿器科」の診療の現在 in JCHO 神戸中央病院
日　時：平成 29 年 2 月 23 日（木）19 時 00 分～20 時 15 分　　場所： 当院　2 階会議室

３月８日（水）

日　時

18時00分より
近畿大学医学部附属病院

安全管理部　医療安全対策室
辰巳　陽一 教授

兵庫医科大学
内科学総合診療科

新村　健 主任教授

チーム医療から医療事故調査を考える

４月20日（木）19時30分より
第29回北神ストロークカンファレンス

高齢者が陥るフレイルの危険
～脳動脈硬化との関連から診る～

講　演　内　容 講　師

バルーン拡張

ステント留置
無症候性心筋虚血の冠動

ステント拡張留置

治療後

冠動脈ステント

CT で認めた冠動脈狭窄

心筋血流シンチグラフィ

「北区医師会・JCHO神戸中央病院　医療連携セミナー」のご案内第５回


